
主催団体： 

愛知県高等学校教職員組合    名古屋市立高等学校教員組合 

愛知県私立学校教職員組合連合  名古屋大学職員組合 

東海地区私立大学教職員組合連合 

連絡先：名古屋市立高等学校教員組合 ＴEL052-261-1117 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

＊ 会場校へは公共交通機関でお越しください。  〈アクセス〉地下鉄鶴舞線「浄心」駅 西へ徒歩 10 分 

＊ 託児室あります。 事前に上記連絡先までお申し出ください。 

 

 

 

 

 

    全体集会  ９:３０～９:５０     
    午前の分科会 １０:００～１２:２０     

                                                                   分科会名 担当者（職場） レポーター・助言者（職場） レポート題名・分科会の内容など 

１ 主権者教育 
神谷 舜 (蒲郡夜) 

丹羽 宏文 (椙山) 

古澤 圭 (菊里) 

正木 崇之（愛知淑徳）  「校則改定」と主権者教育 

国際調査によると、日本の若者は、他の先進国に比べて政治参加への意欲が低いとされています。前回行われた参議院

選挙で10代の投票率は34.49%と、全体の投票率との差は過去最大になりました。その背景には学校のありようがあると

とらえた上で、「校則改定」が主権者の形成にどのような可能性があるかを考えます。 

２ 

ＨＲづくり 

自主活動 

学校づくり 

宇佐美 祐貴 (名古屋西) 

金本 勢一郎 (安城学園)

齋藤 啓美 (名商) 

和田 智之(菊里)  生徒・教職員共同で進めた私服併用化 

中山 詩歩（安城学園）  GYOZA〜Red Bullを添えて〜担任奮闘記 

宇佐美 祐貴（名古屋西）  一周目担任必見！クラスを素敵な出会いの場にするアイスブレイク 

名高教からは、今各地で話題となっている制服問題についてのとりくみを報告します。私教連、愛高教からは、クラス経営

に関する実践報告です。多様な生徒どうしの関係が深まる学校・クラスづくりについて、一緒に考えてみませんか？ 

３ 平和と環境 
長田 雄人 (小牧南) 

小林 民佳 (聖霊) 

佐藤 賴太郎 (工業全) 

瀧 和哉（一宮北）  日本の中国侵略と日中両国民の抵抗～一宮出身の革命家 岩田義道を中心に～ 

小林 民佳(聖霊)  聖霊中高における平和教育について 

長田 雄人(小牧南)  和解と平和の世界史授業の試み 

これまで、共存や和解、そして平和のために多くの努力がなされてきました。そうした努力に光を当てたレポートを3本、

本分科会では発表します。不安定化が進む現代を考えるきっかけになればと思います。 

４ 
両性の平等 

性教育 

平松 菜帆 (西陵) 

舩戸 有子 (守山) 

宮下 重和 (南山男子) 

谷川 伸彦（劇団名古屋）  ハンセン病問題の歴史 

髙橋 歩睦(東邦)  東邦高等学校での“せい”教育実践状況と今後の展望 

平松 菜帆(西陵)  福祉高校の学び 

“せい”教育を実践する東邦高校の家庭科のとりくみ、ハンセン病の問題、福祉の学びは 3者 3様に見えますが、人間は

平等に生きる権利があるという点で一致します。差別のない社会を目指す教育を考えていきましょう。 

５ 
生徒指導 

生徒理解 

大嶋 千鶴(城北つばさ昼) 

杉浦 浩司 (愛知黎明) 

納土 恵美香 (桜台) 

愛知黎明高校  学校づくりフォーラムの取り組み 

納土 恵美香（桜台）  新制服 

愛知黎明高校で取り組まれている「学校づくりフォーラム」を紹介し、現在取り組まれている生徒・父母・教師による校則改

善について話し合われている様子をレポートします。名古屋市立桜台高等学校は、来年度 100周年を迎えます。100周年

を迎えるにあたり、制服が新しくなります。本校の新制服について、性の多様性、グローバル社会への対応など作成に至る

までの過程をレポートします。 

★☆★ 教材交流しましょう！ ★☆★ 

各分科会会場の廊下に持ち寄った教材を交換する場を設置します。 

参加者が教材を並べ、自由に持っていけるようにしたいと思います。 

ご自分の教材を気軽にお持ちください！ 

日時 10 月 7 日（土）9:30~16:00（受付 9:00～） 

会場 愛知県立名古屋西高等学校（参加費 無料）どなたでも参加できます！ 

2023 年度 第 72 次 

愛知 育研究集会
◇憲法と 47 年教育基本法の精神にもとづき、生徒・父母・地域とともに、

開かれた参加と共同の学校づくりをすすめよう。18 歳選挙権のもと、子ど

もの権利条約を活かし、すべての子どもが主権者として成長できる教育実践

をめざして、交流をしよう。 

上履き持参で 

お越しください 



 
    午後の分科会 １３:４０～１６:００     
 分科会名 担当者（職場） レポーター・助言者（職場） レポート題名・分科会の内容など 

９ 理科 
倉知 愛加 (新川) 

鈴木 脩平 (東邦) 

森下 香織 (桜台) 

鈴木 脩平（東邦）  理科教科懇談会の活動報告 

澤田 紳一郎（桜台）  新課程の熱化学をどう教えるか 

広橋 亜希（刈谷北）  光の性質についての探究～科学を楽しむための「科学と人間生活」～ 

香村 知宏（千種）  理科授業による ICT機器活用法 

レポート発表とともに教材・実験交流を楽しく充実したものにしたいと思います。新教育課程に向けて座談会の時間も

設けたいと思います。教材展示会もより充実させて開催いたします。実験プリントや授業プリント、視聴覚教材など何でも

かまいませんので何かひとつ持ち寄って交流しましょう。 

10 国語 

太田 丈也 (岡崎城西) 

榊原 志保 (半田農業) 

成田 孝寛 (緑) 

西宮 朋美 (岡崎城西) 

梅山 万梨子（緑）  現代の国語 ICTを活用した動画制作の授業実践報告 

羽田 拓朗（栄徳）  総合探究に国語科教員が果たす役割 

西宮 朋美（岡崎城西）  国語科教科懇の紹介 

安田 雪絵（豊橋市立昼）  歌詞を活用した詩の授業 

新カリキュラムが実装され、各所で混乱しながらも新しい実践が生まれています。文学軽視の批判があるなか、私たち

は国語教育に通底するものは忘れず、世代を越えた実践レポートを揃えました。ぜひ、お越しください。 

11 社会 
今井 英夫 (岡崎) 

杉浦 浩司 (愛知黎明) 

野田 真吾 (富田) 

今井 英夫（岡崎）  埋蔵文化財調査センターへ行って、ホンモノに触れよう！ 

野田 真吾（富田）  iPadで自作問題集を使った授業実践報告：『公共』 

社会科教科懇（社会科教科懇）  「スラヴから見たウクライナ」 

今年社会科の分科会は、県立・市立・私教連の三つの組織から 1本ずつレポートを出します。 

12 数学 
落合 洋子 (名古屋南) 

鈴木 智晴 (名東) 

西田 有佑 (東海学園) 

梶田 潤（半田東）  高校文化祭の数学 

西田 有佑(東海学園高校)  数学的活動を意識した授業の報告「東京タワーとスカイツリー」 

生徒に数学の魅力を伝えるには？文化としての数学の面白さを生徒が感じられるような実践は？そんなことをみんな

で考え合える分科会にしたいと思います。飛び入りの「１枚レポート」も大歓迎ですので、気軽にお持ちください。 

13 外国語 
阿部 敏子 (豊田南) 

折井 貴大 (東海) 

阿部 敏子(豊田南)  観点別評価について 

折井 貴大（東海）  生成AIを活用した業務効率化 

新カリ、観点別評価、働き方改革といった諸問題にどう取り組んでいるか、公立と私立の垣根を超えて情報共有ができ

ればと思います。【※14：００ 開始】 

14 障害児教育 松本 陵子 (豊川特支) 

安井 貴紀（名古屋特支）  はやとくんの思いを世の中に 

丹羽 宏光(名古屋盲)  虐待のトラウマを抱える生徒と家族を、同時に支える体制づくりの一事例 

～受け止める、共有する、導く視点～ 

こども達の発達や人権を保障していくための障害児教育のあり方を、レポートを通して深めます。こども達を真ん中に

した授業づくり・学校づくりについて、参加者と共に考える分科会にしていきます。 共同研究者：竹沢清氏 

15 養護 
浦濱 奈津美(いなざわ特支) 

松波 敦子 (名経大市邨) 

三輪 亜由美 (向陽) 

岡村 晴美（弁護士法人 名古屋南部法律事務所 平針事務所 弁護士）  弁護士が解説！DVとセクハラ 

いじめ・ハラスメント・DV 等の正しい理解と学校での対処方法は？被害者が声を上げやすい環境作りとは？犯罪規定

やDV防止法の改正等、最新の情報もまじえながら、加害も被害も生まないために、今現場でできる事について一緒に学

びましょう。 

16 定通教育 
瀬古 茂生 (中央) 

谷澤 文彦(城北つばさ夜) 

谷澤 文彦(城北つばさ夜)  ２０２３県立定通高校の行方～定通アップデートプランの分析～ 

今、県立の定通高校が大きく変わろうとしています。県教委が公表している「アップデート」プランの分析から、よりよい

定通制の在り方を考えていきたいと思います。 

 
    ご来場の際は上履きをご持参ください♪     

６ 
高校と大学

の交流 

椎野 寿之 (美和) 

河村 祐亮 (向陽) 

松本 一成 (東海) 

谷口 典雄（福井高教組）  私たちが本当に育てるべき学力とは（大学入試に左右されない学力観・教育観を！） 

(1)大学入試(センター試験・共通テスト等)の、高校教育現場に対する「負の影響」の分析。(2)我々自身の学力観や教育

観の点検。(3)我々が本当に育てるべき学力とはどういうものかについての(少し深めの)考察。 

７ 格差と貧困 
遠藤 万里子 (中央昼) 

竹原 直希 (岡崎工科夜) 

福冨 治郎 (私教連) 

東 星(大同大学大同高校２年)  １億円募金と私学助成 

西手 尚子（前愛知父母懇会長代行）  『子どもたちのため』が元気の源～父母と先生が手を取り合うことの大切さ 

野末 訓章（南山高校男子部）  愛知の私学助成制度について 

大橋 千明（瀬戸北総合）  保健室から見える格差と貧困〜『助けて』と言える生徒の育成をめざして 

遠藤 万里子(中央)  ヤングケアラーと私たち 

学校が貧困と格差の再生産の場にならないために、私たちは何ができるでしょうか。子供たちにとってより良い教育環境

が実現できるように、さまざまな立場から貧困と格差の問題に誠実に向き合うみなさん（教員・生徒・保護者）の交流の場で

す。ぜひお越しください。 

８ 
総合的な 

探究の時間 

市原 慧 (至学館) 

小西 孝典 (名古屋大谷) 

堀 直予 (豊田南) 

堀内 陽来 (緑) 

堀内 陽来（緑）  緑高校における「総合的な探究の時間」のようす 

小西 孝典（名古屋大谷）  若手教員が考え・つくる「総合」の授業 

「総合的な探究の時間」は、学校によってカリキュラムの中での位置づけ・授業の目標・内容・担当教員など、そのあり方が

千差万別です。本分科会では、探究担当教員の視点から実践の内容や実情を報告します。また、授業内容を考え、組み立

てていく中での課題や困りごと、アイデアやアドバイス等も共有できる時間になればと考えています。 


